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9.	 	 研究実績の概要	 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	 

	 本研究では、植物の微小管構造の形成・維持に関与する新たな因子の同定と、分子メ
カニズムの解明を目指している。我々のグループでは、シロイヌナズナの変異体の解析
によりMAPキナーゼフォスファターゼ様PHS1を単離しており、C792S不活性型PHS1が強力
な間期表層微小管の不安定化を引き起こす事を明らかにしている。そこで、この遺伝子
を利用し、以下の3項目を3年間で行う。	 
１）	 不活性型PHS1を用いて、間期表層微小管の形成･維持に関わる因子の同定	 
２）	 表層微小管を積極的に不安定にする因子の探索	 
３）	 PHS1に関連のあるMAPキナーゼカスケードの同定	 
	 これまで、本研究においてPHS1をMAPキナーゼフォスファターゼ様タンパク質として扱
ってきた。ところが当該年度の中盤にPHS1のN末端側に存在する保存領域のみで、これま
でC792S不活性型PHS1を用いて観察されていた表層微小管を消失する活性を有する事が
発見された。この保存領域は、粘菌のAFKキナーゼに非常に弱い相同性を示し、かつMn
イオンに依存するキナーゼ活性を有する事が明らかとなった。さらに、パーティクルガ
ンを用いた微小管脱重合アッセイにおいてN末端側の微小管を消失する活性が、実はC末
端側のDsPTP1によって抑制されている事も明らかになった。また、DsPTPにC792S不活性
化変異を入れるとN末端を抑制する効果は失われた。つまり、PHS1はキナーゼと、フォス
ファターゼの両方の活性を有しており、その両ドメインによって表層微小管の存在・消
失がコントロールされているという可能性が示された。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

10.	 キーワード	 
	 	 (1)	 	 シロイヌナズナ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (2)	 	 	 微小管	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (3)	 	 	 	 リン酸化	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 (4)	 	 フォスファターゼ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (5)	 	 	 ＭＡＰキナーゼ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (6)	 	 	 	 細胞骨格	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 (7)	 	 チューブリン	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (8)	 	 	 植物	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (裏面に続く)	 
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